
2012 年 9 月 2 日        郵政産業労働者ユニオン札幌支部            第 2 号 

060-8789 日本郵便札幌支店私書箱 66 号011-751-8833fax011-711-0696 http://yusanrosapporo.web.fc2.com/ 

 

 

 

支
店
の
コ
ス
ト
管
理
と
削
減
が

強
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
労

働
環
境
の
悪
化
が
あ
ら
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

札
幌
市
内
の
あ
る
支
店
で
は
配

達
区
エ
リ
ア
が
広
げ
ら
れ
、
配
達
に

時
間
が
か
か
り
、
会
社
・
官
庁
か
ら
、

「
お
そ
い
」
と
苦
情
が
よ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
配
達
社
員
は
、
休
憩
時
間

は
オ
ニ
ギ
リ
を
ほ
お
ば
る
の
も
そ

こ
そ
こ
に
、
す
ぐ
配
達
に
出
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。
あ
る
社

員
は
「
超
勤
は
月
１０

万
円
に
も
な
る
が
こ

れ
で
も
控
え
目
」
と
嘆

き
ま
す
。 

 

ま
た
あ
る
支
店
で

は
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
配
達

６
区
に
対
し
、
従
来
は

日
勤
６
名
夜
勤
４
名
で

し
た
が
、
日
勤
が
４
名
に

減
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
日
勤
者
は
連
日
１ 

 

     

～
２
時
間
の
超
勤
に
な
っ
て
い
ま

す
。
常
時
超
勤
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
態
は
。
支
店
上
層
部
も
認
識

し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
見
て
見
ぬ

ふ
り
で
す
。 

 

コ
ス
ト
削
減
の
背
景
に
は
、
宅
配

統
合
の
経
営
失
敗
が
あ
り
ま
す
。
赤

字
は
前
経
営
陣
の
責
任
を
追
及
し
、

４
兆
円
も
あ
る
内
部
留
保
金
を
あ 

 

 

昨
年
８
月
25
日
、
郵
便
事
業
会
社

苫
小
牧
支
店
で
組
合
員
が
整
理
解

雇
さ
れ
る
事
案
が
発
生
。
組
合
や
本

人
に
説
明
不
十
分
な
ま
ま
の
一
方

的
な
雇
い
止
め
。 

郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
ン
苫
小
牧
支

部
は
８
月
29
日
、
要
求
書
を
提
出
し

て
団
体
交
渉
を
申
し
入
れ
。 

会
社
は
８
月
31
日
、
「
個
別
人
事

案
件
に
つ
い
て
団
体
交
渉
は
で
き

な
い
」
と
拒
否
、
９
月
５
日
に
北
海

道
労
働
委
員
会
に
申
し
立
て
た
。 

 

８
月
24
日
に
第
１
回
審
問
が
行

わ
れ
、
北
海
道
本
部
飯
田
委
員
長
は 

「
期
間
雇
用
社
員
を
低
賃
金
の
劣 

          

て
る
な
ど
、
別
枠
で
処
理
す
べ
き
で

す
。
赤
字
を
社
員
に
押
し
つ
け
、
ム

リ
な
削
減
を
し
て
業
務
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
は
お
門
違
い
で
す
。 

   

悪
な
条
件
で
働
か
せ
て
真
っ
先
に

首
を
切
る
の
は
許
せ
な
い
」
と
証
言
。 

事
業
会
社
は
「
団
体
交
渉
に
応
じ
る

必
要
は
な
い
」
と
突
っ
ぱ
ね
た
。 

 

郵
政
の
職
場
で
は
21
万
人
の
期 

間
雇
用
社
員
が
雇
用
さ
れ
て
い
て
、 

64
％
が
200
万
円
以
下
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
結
婚
も
で
き
な
い
状

況
に
追
い
や
ら
れ
て
い
ま
す
。
民
間

に
な
っ
て
、
儲
け

第
一
の
過
程
で

必
ず
や
、
国
民
・

利
用
者
の
怒
り

に
触
れ
ま
す
、 

近
い
う
ち
に
。 

ご
う
ご
う
た
る
非 

を
覚
悟
の
う
え
で 

あ
え
て
直
言
し
た 

い
。
原
発
で
あ
る 

▼
立
地
・
再
稼
働
に

あ
た
っ
て
地
元
関
係
自
治
体
の
意

見
を
聞
く
が
、
は
た
し
て
そ
れ
は
正

当
な
こ
と
な
の
か
。
は
な
は
だ
疑
問

だ
▼
公
聴
会
な
ど
で
は
、
電
力
会
社

や
取
引
業
者
が
意
見
を
述
べ
る
こ

と
に
異
論
が
で
る
。
直
接
の
利
害
者

だ
か
ら
だ
。
た
と
え
個
人
の
立
場
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
だ
。
で
は
地
元

関
係
自
治
体
は
ど
う
か
▼
立
地
・
稼

働
に
あ
た
っ
て
地
元
関
係
自
治
体

に
は
、
莫
大
な
「
原
発
マ
ネ
ー
」
が

注
ぎ
込
ま
れ
る
。
反
対
運
動
は
「
金

」
の
前
に
な
す
す
べ
は
な
い
。
自
治

体
財
政
と
地
域
経
済
は
そ
れ
に
頼

っ
て
運
営
さ
れ
る
。
も
は
や
「
利
害

関
係
者
」
そ
の
も
の
で
あ
る
▼
「
フ

ク
シ
マ
」
は
、
原
発
事
故
の
は
か
り

し
れ
な
い
恐
ろ
し
さ
を
人
類
に
知

ら
し
め
た
。
そ
の
範
囲
は
地
元
自
治

体
を
遥
か
に
超
え
る
。
こ
の
期
に
お

よ
ん
で
も
再
稼
働
に
期
待
す
る
関

係
自
治
体
は
、
「
原
発
マ
ネ
ー
」
に

眼
が
く
ら
ん
で
い
る
と
し
か
思
え

な
い
▼
人
類
の
未
来
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
原
発
。
そ
の
是
非
を
問

う
に
あ
っ
た
っ
て
、
地
元
自
治
体
は

物
を
言
う
資
格
は
な
い
。 

郵
郵
便
事
業
会
社
ヨ
！
お
前
も
か
！ 

郵
政
産
業 

ユ
ニ
オ
ン 

さ
っ
ぽ
ろ 

つぶ

やき 

２０１２年 

９月２日 

Ｎｏ２ 

発行 

郵政産業 

ユニオン 

札幌支部 

発行責任者 

川守田英男 

あっ！ 

内部留保めっけ！ 

４兆円もあるｯ‼ 

〒 
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社員になっても格差変わらず 
 

労
働
契
約
法
改
正
案

が
成
立
し
ま
し
た
。
非

正
規
労
働
者
が
増
加
し
、

こ
の
ま
ま
で
は
日
本
の

社
会
と
経
済
が
疲
弊
し

崩
壊
す
る
危
機
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

回
の
法
改
正
は
こ
の
現

状
を
打
開
す
る
に
は
程

遠
い
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ｐ
グ
ル
ー
プ

と
Ｊ
Ｐ
労
組
が
画
策
し

て
い
る
「
新
人
事
制
度

案
」
は
こ
れ
と
軌
を
一

に
し
て
い
ま
す
。 

「
有
期
契
約
が
５
年
を
超
え
て

反
復
更
新
さ
れ
た
場
合
、
無
期
契
約

に
転
換
」
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

５
年
は
長
す
ぎ
ま
す
し
、
５
年
で
雇

い
止
め
さ
れ
る
危
険
性
を
は
ら
ん

で
い
ま
す
。
「
６
か
月
以
上
の
空
白

期
間
が
あ
る
と
き
は
、
前
の
契
約
期

間
を
通
算
し
な
い
」
た
め
、
細
切
れ

で
雇
用
さ
れ
、
権
利
の
行
使
を
で
き

な
く
な
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。 

「
従
前
と
同
一
の
労
働
条
件
」
と

規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
じ
仕

事
を
し
な
が
ら
労
働
条
件
の
異
な

る
「
準
社
員
」
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
昇
任
・
昇
格
の
な
い
「
新
人

事
制
度
案
」
の
「
一
般
社
員
」
は
こ

れ
に
あ
た
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
同
案
は
正
社
員
登
用
を
月

給
正
社
員
か
ら
に
限
定
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
改
正
労
働

契
約
法
に
も
な
い
制
約
で
す
。 

 

「
雇
用
は
正
社
員
が
あ
た
り
前
の

社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、
実
効
あ

る
法
改
正
が
必
要
で
す
。 

  

【法律案要綱のポイント】 
１．有期労働契約の期間の定めのない労働契約への転換 
 有期労働契約が５年を超えて反復更新された場合（※１）は、労働者

の申込みにより、無期労働契約（※２）に転換させる仕組みを導入する。 
 （※１） 原則として、６か月以上の空白期間(クーリング期間)があると

きは、前の契約期間を通算しない。 
 （※２） 別段の定めがない限り、従前と同一の労働条件。 
２．「雇止め法理」の法定化 
 雇止め法理(判例法理)（※）を制定法化する。 
 （※） 有期労働契約の反復更新により無期労働契約と実質的に異な

らない状態で存在している場合、 
 または有期労働契約の期間満了後の雇用継続につき、合理的期待が

認められる場合には、 
 解雇権濫用法理を類推して、雇止めを制限する法理。  
３．期間の定めがあることによる不合理な労働条件の禁止 
 有期契約労働者の労働条件が、期間の定めがあることにより無期契

約労働者の労働条件と相違する場合、その相違は、職務の内容や配置

の変更の範囲等を考慮して、不合理と認められるものであってはならな

いものとする。  

札
幌
で
の
啄
木
④ 

 

続
一
八
日
。
函
館
時
代
の
同
僚
橘
智
惠
子
ら
数
人
に
手
紙
を
出
し
て
い

る
。
啄
木
は
弥
生
小
学
校
で
代
用
教
員
を
し
て
い
た
が
、
大
火
で
職
を
失

う
。
道
庁
か
ら
救
護
活
動
の
た
め
来
函
中
の
向
井
氏
へ
就
職
先
を
依
頼
し

た
。
智
惠
子
と
は
後
の
釧
路
で
の
小
奴
と
の
よ
う
な
深
い
交
情
関
係
は
な

く
、
片
思
い
の
「
清
純
な
思
慕
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
彼
女
を
詠

ん
だ
と
思
わ
れ
る
歌
が
二
〇
首
余
り
あ
り
、
文
通
は
数
回
に
お
よ
ぶ
。
啄

木
は
日
記
に
「
人
の
妻
に
な
ら
ぬ
前
に
、
一
度
で
い
い
か
ら
会
い
た
い
」

と
記
し
、
智
惠
子
か
ら
は
「
お
嫁
に
は
来
ま
し
た
け
れ
ど
心
は
も
と
の
ま

ん
ま
の
智
恵
子
で
す
」
と
の
書
簡
も
あ
る
。
双
方
に
恋
心
が
あ
っ
た
こ
と

は
い
な
め
な
い
。
智
惠
子
の
実
家
で
あ
る
リ
ン
ゴ
園
は
、
北
十
一
条
東
十

二
丁
目
に
あ
っ
た
。
啄
木
が
訪
れ
た
形
跡
は
な
い
。 

石
狩
の
都
の
外
の 
君
が
家 

林
檎

り

ん

ご

の
花
の
散
り
て
や
あ
ら
む 

 


